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【要約】 

新城設楽地区の産地の維持・拡大のため、後継者の確保を愛知東農協だけでなく新城市や

普及指導センターが連携して取り組んでいる。廃業者の空き牛舎の活用及び地域一丸となっ

た指導体制の整備等に取り組み、若手の確保・育成を行っている。 

また、ゲノミック評価法を活用して、現在飼育されている母牛の評価を行い、農協がデー

タの一元管理を行うことで、地域内での優良後継牛の確保、高品質子牛生産による産地の市

場評価の向上を進めている。 

 

１ 背景 

愛知東農協の位置する新城設楽地区は県内トップの和牛子牛の産地である。地域内で和

牛繁殖を行っている農家は令和２年１月現在で 37 戸あり、母牛頭数は 866 頭、１戸当たり

の平均飼養頭数は 23.4 頭である。しかし子牛生産を行っている農家で母牛頭数 20 頭以上

の農家は 12 戸と全体の３分の１しかいない（図１）。また、高齢化が進んでおり将来的に

は生産農家の減少にともなう産地縮小が懸念されている。愛知東農協の和牛部会はこの状

況の中、若手経営主たちが主体となって産地を盛り上げている。 

 

 

２ 産地の維持拡大への取組 

高齢化により生産農家の減少が進む中、和牛部会として、農協、市、普及指導センター

を構成員とする地域担い手育成総合支援協議会や普及指導センターに設置されている農起

業支援センター、県立農業大学校などと連携して、就農希望者の掘り起こしを行っている。 

就農希望者に対しては、部会員の農場での研修を実施し、先輩の技術を伝授する。また、

就農場所を確保するため、廃業予定者の牛舎や母牛を買い取る仕組みも構築されている。
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これによりスムーズに経営継承できるよう地域での経営資源の維持・活用に努めている。

実際に今まで５戸の農家がこの取組を行っている。 

また、地域内の廃業者の資源を有効活用するため、廃業時の母牛や子牛を部会員の入札

により、地域内で活用する仕組みも整っており、若い担い手への母牛の集約の一端を担っ

ている。 

 

３ 優良後継牛及び高品質子牛の生産への取り組み 

部会では、種雄牛の造成を昭和 55 年から（一社）家畜改良事業団と連携し取り組んでき

た。平成22年12月からは青年組織が種雄牛の選定や母牛改良の検討を行うようになった。

この検討会は２か月に１回開催され、（一社）家畜改良事業団の他、民間の人工授精所とも

連携をとり、系統別肉質データや肥育農家のニーズを考慮して、種雄牛を選定している。 

 平成 30 年からはゲノミック評価に積極的に取り組んでいる。ゲノミック評価は、新しい

和牛の遺伝的能力評価法として注目を浴びており、特徴は表に示したとおりである。ゲノ

ミック評価により地域内で飼養されている母牛及び子牛の産肉能力を数値で確認できるよ

うになり、現在約 450 頭のデータが蓄積されている。さらにデータを農協で一元管理する

ことで、農家毎の交配種雄牛選定表（図２）を作成できるようになり、優良後継牛の確保

並びに高品質な子牛生産に活用している。今後はさらに脂肪酸組成のゲノミック評価を取

り入れ、さらなる高品質化に取り組んでいく。 
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～農業に役立つ情報をお届けします！～ 

「ネット農業あいち」（https://www.pref.aichi.jp/nogyo-keiei/nogyo-aichi/index.html） 


